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今年度の論点・方針の振り返り

データ要件検討ユースケース設定 データ項目検討前提統一

ユースケース設定 データ項目検討 データ要件検討

2024年度実施 2025年度検討

今年度検討

検討の方向性 具体化の手立て

論点B

ユースケース
③・④拡大

論点A
ユースケース
➀・➁深堀

◼方針
• 2024年度に検討してきた6つのデータ項目※の妥当性
に対する検証

※ ❶充放電可能量(kWh情報)、❷プラグの接続情報、❸車両識別
番号、❹タイムスタンプ、❺車両位置情報（緯度経度）、❻その他
情報（運行予定）

• データ頻度などの非機能要件について「協調領域」の範囲内であ
るべき要件の検討（次頁詳細）

(参考)ユースケース区分）
➀需要家向け（ユーザー観点での活用）
②電力小売・アグリゲーター向け（BG観点での活用）

③需給運用向け（全系統観点での活用）
④系統運用向け（混雑緩和の観点での活用）

2025年度は、「ユースケース①・②深堀」として、2024年度に検討した6つのデータ項目の妥当性に対
する検証や、「ユースケース③・④拡大」についての認識共有等を実施。2026年度は小売事業者の視
点も入れた検討も進めていきたい。

◼方針
• 需給調整市場のルールに、不確定要素が残るという理由から、
必要に応じて、勉強会等で前提統一から始めていく
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検討内容の具体化については、

JAMAでの検討の場やJEMA

との連携を踏まえ、必要な知

見提供を行っていく。



EV-Grid連携活用検討会 今後の検討予定

検討の優先事項を、「データ項目・頻度の妥当性」とし、小売業務の中でEVのデータがどう活用されるか、
「30分」「6項目」の必要性を再度、議論する。車両制御は、「JAMA DR活用WG」と相談しながら検討。

論点A
ユースケース➀・➁深堀

セキュリティ

データ項目の
妥当性

データ信頼性

• 他のDRready機器のセキュリティ要件等を踏まえつつ、車両制
御時にどのようなセキュリティ要件を適用すべきか

事業性

• 次期EVに必要となる機能を検討する上での今後の制度設計
の見通し（背景：どのような機能を実現するかによって、データ収集
頻度が変わりサーバー構築等費用に関係する。 よって、そのような機
能を決める上でインプットとなる情報がほしい。）

• 小売電気事業者のユースケースにおける6つのデータ項目の妥
当性

• 車両制御の際に、テレマ経由で起きうるデータ欠損・遅延への
対応

• スマメ計量、充電器、テレマからのデータが一致しない場合、何
を真値とするか

• 実際にアグリゲーター・小売・TSO⇔OEMで、どのようなデータ形
式・フォーマットでやり取りするのが望ましいか

データモデル

論点B

ユースケース③・④拡大

第10回検討会議題にて、小売電気事業者を
招き、業務の中でEVのデータがどう活用されるか、
「30分」「6項目」で十分かを議論

全ての深堀案について、各社からそれぞれ検討
の有効性に賛同いただけたため、今後、「JAMA 
DR活用WG」と相談しながら、議論の優先順
位を検討
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